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This paper reports the development of a time-series topographic map viewer and theAbstract:

application for geography education. Comparing old and new topographic maps is

an important geographical skill. Since there are no software to show old and new

topographic maps, I develop a time-series topographic map viewer 'KONJYAKU

MAP'.
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１．はじめに

本研究の目的は，地形図を時系列的に表示する

ソフトを開発し，その教育現場への応用可能性を

検討することである．

従来 の教育現場への普及の問題点としてあGIS

げられていた，コンピュータなどのハードウェア

や，高価なソフトウェア・地図テータの問題は，

現在かなり解決されつつあると考えられている 福（

田・谷 南埜 ．しかしながら，これまで,2003; ,2003）

初等・中等教育において を利用してきた教員GIS

はコンピュータに詳しい一部の教員に限られてお

り，それに続く利用者層の拡大が必要である（小

橋 ．従来の を利用した教育実践の報告,2005 GIS）

の多くは，生徒自身による の操作に重点を置GIS

いたものがほとんどであった．しかしながら，生

徒自身が を操作する授業ははかなりの時間をGIS

必要とし，教員側の準備にかかる負担も大きいの

が実際である．したがって，今後は生徒自身が利

GIS GIS用する だけでなく，閲覧・資料提示型の

（ ）．を検討する必要が大きいと考えられる 谷,2005

地図の閲覧を目的としたソフトは市販のものや

．フリーウェアを含めるとかなりの数に上っている

世界地図を閲覧するものとしては， 社のMicrosoft

「 総合大百科 ，日本地図を閲覧するものEncarta 」

としてはアルプス社の「プロアトラス ，ゼンリン」

の「電子地図帳Ｚ」などがあり，教科書会社から

も東京書籍の「 」などが出されている．GreenMap

また，杉本智彦氏によるフリーウェア「カシミー

ル 」は，標高データの上に地形図を重ねて表示3D

することができる．
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こうした，地図の閲覧を目的とするソフトの多

くは，現代の地図を扱っているが，過去の地図と

と現代の地図を比較できるソフトも存在する．エ

「 」ーピーピーカンパニーの 江戸明治東京重ね地図

は，東京の町並みを３つの時期で比較できる．日

「 （ ）」 ，本地図センターの ４次元 はSchool GIS GIS

スキャン作業はユーザー自身が行う必要があるも

のの，過去と現在の地形図と比較することができ

,2001; ,2002 WEBるソフトである 小堀 伊藤 また（ ）．

上では，金沢と高田の江戸時代の絵図と現在の地

形図を重ねて表示する 「歴史地図データベース」，

http://web.kanazawa-u.ac.jp/~geogr/staff/kamiya/hisma

が公開されている（神谷 ．p.htm ,2002）

地形図は地理の授業の基本的な資料であり，中

学校，高等学校，大学などで幅広く活用されてい

る．そうした中で新旧の地形図の比較は，地域の

変化を知るための方法として用いられている．中

学校の学習指導要領の解説では，新旧の地図を比

較することが述べられており，高校の地理Ａ・Ｂ

の教科書の多くに新旧の地形図を比較して地域の

変化を読み取るページが設けられている．さらに

大学入試センター試験にも新旧地形図を比較する

問題がしばしば出題されていることから，受験指

導上も重要である．新旧地形図を比較する教材と

しては，紙地図によるものや前述の のSchool GIS

のほか，石澤( )の に印刷して重ね合わせ2002 OHP

る手法なども提案されている．

最新の地形図に関しては，国土地理院のホーム

ページの「地図閲覧サービス（試験公開 」で閲覧）

することができるが，旧版地形図に関しては地形

図の図歴が閲覧できるものの，地形図自体は画像

データとして公開されておらず，閲覧できない．

したがって旧版地形図を入手するには，国土地理

院に対して謄本交付申請を行わなければならない

が，一般の教員にとっては敷居が高いと考えられ

る．また，旧版地形図を集めた地図集も刊行され

ているが，高価なため一般の教員が購入できるも

のではない．

このように，過去の地形図と現在の地形図を比

較することは重要な地理的技能の一つであるが，

教員自身で教材を準備することは容易でなく，ま

た地形図の図郭の範囲にとらわれずに自由に地図

をスクロールでき，かつ現在と過去を自由に替え

られる閲覧を目的とした既存ソフトは見あたらな

い．したがって，ソフトとデータの整備が必要な

領域と言える．

２．時系列地形図閲覧ソフトの機能と開発

新旧地形図を閲覧するソフトとしては，以下の

機能が必要である．

地形図を図郭と関係なくシームレスに移動すa.

る

自由に拡大縮小するb.

新旧の地形図を同じ位置で切り替えて表示すc.

る

地形図上の色分けした標高を重ねて表示するd.

画面に表示してある範囲を印刷するe.

の標高データとの重ね合わせについては，地d

域の変化が激しい都市地域では，等高線を読み取

ることが容易でないことから必要な機能である．

図１ データの流れ
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ただしデータについては現在のメッシュ標高デー

タを利用するしかないため，過去の地形図と重ね

た際には海面が埋め立てられたり，住宅地開発な

ど大規模な地形改変があった場所ではズレが発生

する．

ソフト開発は，閲覧ソフトだけでなく，データ

を作成するための以下のようなツール群も必要で

ある（図１ ．）

画像を分割し，同時にマスク画像を作成するf.

ツール

数値地図 メッシュ(標高)から必要な領域g. 50m

の標高データを抜き出すツール

のツールは，地形図１枚の画像データを１つf.

の画像ファイルとして保存し，閲覧ソフトで利用

すると，画像が大きくなりすぎて読み込めなかっ

たり，スクロールする際に無駄なメモリを消費す

， ．るため あらかじめ画像を分割するために用いる

同時に地形図画像を標高データと重ねて表示する

AND場合，古いグレースケールの地形図の場合は

演算だけで重ねることができるが，カラーの地形

図の場合は地形図の白地部分をマスク画像として

演算し，その後本体の画像を 演算して重XOR OR

ねる必要がある．あらかじめマスク画像を用意し

ておけば，閲覧の際の速度が向上するため，ツー

ルに組み込んでおく必要がある．

データを作成する際には，地形図の精度の問題

が生じる．謄本自体の歪みや紙の伸縮，スキャン

時の歪みなどによってスキャンした画像は長方形

となっていない．そのため分割する前に画像処理

ソフトを使って補正する必要がある．こうした処

理を行っても，隣接する図郭と完全に接合するこ

とは容易なことではない．また図郭線は接合後に

不要となるが，完全に消去するためにはピクセル

単位で補正する必要があり，多数の地形図の図郭

線をすべて消去するのは困難である．また精度だ

けでなく，地形図が修正される時期は地域によっ

， ，て異なっているため ある程度広い領域になると

隣接する地形図同士の発行時期がずれるというこ

とも生じる．ユーザーには，こうした問題点があ

ることをあらかじめ周知しておく必要がある．

図２ 大正時代の地形図を表示（1/25,000地形図「浦和 「与野 ）」 」



図３ 図２の上に標高データを重ねる

図４ 昭和20年代の状況



図５ 昭和51年の状況

図６ 現在の状況



３．時系列地形図閲覧ソフトの利用

図２は，作成した閲覧ソフト「今昔マップ （試」

作版， 上で動作）の画面であり，大正時Windows

代の 地形図の「浦和 「与野 （現在のさ1/25,000 」 」

） ．いたま市の一部 にまたがる領域が示されている

画面左端にデータフォルダ，時期，拡大倍率，標

高の重ね合わせを設定する箇所がある．地図上で

，ドラッグすると地図が移動するようになっており

マウスカーソルのある地点の標高が表示されるよ

うになっている．画面の右下にはスケールが表示

， ．されており 拡大倍率によって自動的に変化する

画面に表示されている範囲をそのまま印刷するこ

とができるので，提示するだけでなく授業の資料

として印刷して配布することもできる．

図３は図２に標高データを重ねたものである．

標高の低い地域は湿田として，標高の高い地域は

．畑や集落・市街地となっていることが読み取れる

特に浦和駅の西側では標高の高い台地上で耕地整

理が行われ，宅地化が進行しつつあることがわか

る．

図４～図６は，同じ領域について昭和 年代か20

ら現代までを並べたものである．昭和 年代には20

市街地はまだ浦和駅周辺の台地上に限定されてお

， ．り 周辺部では耕地整理が行われたことがわかる

その後市街地が自然堤防や低地にまで拡大する一

方，道路網は一部の国道・バイパスを除いて昭和

年代からあまり変化していない．20

このように，時系列地形図閲覧ソフトは，地域

の変化を把握する教材として有効である．

４．おわりに

現在この時系列地形図閲覧ソフトは試作段階で

あり，今後さらに機能の検討を行っていく予定で

ある．また地形図画像は東京とその近郊を中心と

してのデータを整備していく計画である．さらに

CDソフトとデータの整備が完了したところで，

等で無償配布する予定である．
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